
配布資料  
新潟市 

市長記者会見 

 

期 日  令和７年４月１７日（木） 

時 間  午前１０時～ 

場 所  対策室２・３ 

 

発表内容 

 

 

１ 市立保育園・認定こども園「紙おむつ等サブスク」の導入 

（幼保支援課） 

 

 

２ 子どもの権利相談室こころのレスキュー隊 

（こども政策課） 

 

 

３ 新潟市ひとり親世帯に対する物価高騰対策給付金支給事業 

（こども政策課） 

 

 

４ 米国関税措置等に伴う特別相談窓口の設置 

（産業政策・イノベーション推進課） 

 

 

（資料配布） 

※2025 年大阪・関西万博への出展 

※ゴールデンウイークの主なイベント 



 

 

 

 

 

 

 

現在、市立保育園・認定こども園でこどもが使用する紙おむつは、各家庭でこどもの名前を記

入し持参してもらっていますが、保護者は、準備にかかる時間や登園時の荷物が多くなるなどの

負担が生じています。 

このような負担を少しでも減らし、保護者の利便性を向上することで、こどもと接する時間を増

やしていただけるよう、「紙おむつ等の定額利用サービス（サブスク）」を令和７年７月から市立保

育園・認定こども園で導入します。 

 

 

 

保育園で使用する紙おむつとおしりふきが、月額料金を支払うことで使い放題になるサービス

です。紙おむつとおしりふきは、事業者から直接保育園に配達されるため、こどもの名前を記入し

た紙おむつを園に持参する必要がなくなります。また、保育園では紙おむつの管理が一元化され

るため、業務の効率化が期待されます。 

紙おむつ・おしりふき定額利用サービス（サブスク）は、保護者と職員双方の負担軽減につなが

るサービスです。 

 

≪一般的なサービスの流れ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新潟市立保育園・認定こども園で 

「紙おむつ・おしりふき定額利用サービス（サブスク）」が利用できるようになります！ 

「紙おむつ・おしりふき定額利用サービス（サブスク）」とは？ 

 

 

 

保護者 事業者 

保育園 

申込み 支払い 
口座振替・クレジットカード・PayPay など 

請求 

紙おむつ・おしりふき 

配達 

在庫管理 

発注 

【保護者のメリット】 
・おむつの購入量減・記名不要 
・登園時の準備や荷物量が軽減し、時間と心にゆとり
が生まれる 

・保育園でおむつの残数の確認が不要となり、園との
おむつ忘れのやり取りがなくなる 

【保育園のメリット】 

・交換時の名前確認や個々の在庫確認作業が軽減 

・保護者とのおむつ忘れ等のやり取りが不要となる 

・業務の効率化によってこどもと接する時間を確保 
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新潟市立保育園・認定こども園に在園中で、利用を希望する園児 

 

 

 

７月からサービス利用開始 

 

 

令和６年８月に実施しました保護者事前アンケート（０～２歳児クラスの全保護者対象）と、令和
６年１１月から１２月に一部の保育園で実施しました実証実験の結果をもとに、新潟市で公募型
プロポーザル方式にて、保護者が投票する事業者を５者選定しました。 

今後、０～２歳児クラスの保護者より利用したいサービスを投票してもらい、園ごとに実施事業

者を決定します。 

事業者名 提供サービス名（紙おむつの銘柄） 

有限会社いとう教材社 おむつん（グーン） 

花王グループカスタマーマーケティング株式会社 Ｋａｏ すまいる登園（メリーズ） 

小山メディカルサービス株式会社 らくらく登園セット（パンパース） 

株式会社ブリッジウェル おむつカンパニー（ゲンキ） 

ＢＡＢＹ ＪＯＢ株式会社 にこにこ登園サービス（グーン） 

 

 

 

 

 ◆ 利用料金について 

    事業者や紙おむつの銘柄によって異なりますが、「月額定額制」で、紙おむつとおしりふきの

セットが 2,１４0円～3,500円（税込）となっています。 

 ◆ 申込・解約方法について 

    直接、保護者が事業者へ申し込みます。契約期間は１カ月ごととなっており、保護者からの申

し出がない限り自動更新となります。 

申込み、解約の手続きは、スマートフォン等で簡単にできます。 

 ◆ 支払方法について 

    口座振替、クレジットカード、コンビニ払い、PayPay などがあり、各事業者によって異なります。 

 

〈参考〉 保護者事前アンケート等の結果について 

    令和６年８月に実施しました保護者事前アンケート（０～２歳児クラスの全保護者対象）と、 

令和６年１１月から１２月に一部の市立保育園で実施しました実証実験の結果は、新潟市の 

ホームページでご覧いただけます。 

  /hoiku_omutubosyuu.html 

  

 

 【お問い合わせ先】 
 新潟市幼保支援課長  佐藤 
電話０２５－２２６－１２１４(直通) 

サービスを利用できる方 

サービス内容・利用方法 

サービス利用開始時期 

サービス提供事業者 

新潟市HP 

←２次元コード 



                          

 

 

 

 

１．経緯 
⚫ こどもの権利侵害に係る相談に対応し、独立した立場で権利侵害の救済に向けた活動を

行う「子どもの権利救済委員」の設置等を規定した、改正新潟市子ども条例を令和６年４月

に施行しました。 

⚫  子どもの権利救済委員を３名委嘱するとともに、昨年８月１日から窓口に相談・調査専門員

を配置し、こどもやこどもに関わるおとなからの相談に対応しています。 

 

２．運営体制 

項目 内容 

 相談受付時間 

 月～火曜・木～金曜 13:00～19:00 

 土曜 10:00～16:00 

※日・水曜、祝日、毎月第４月曜、年末年始は休み 

 相談方法 
電話、対面、メール、WEBフォーム、 

手紙、はがき 

 相談等が 

 できるもの 

 市内に住所を有するこども（18歳まで）に関するもの 

 市内に通勤し、又は市内の学び・育ちの施設に通学し、通所し、 

若しくは入所するこどもに関するもの 

 設置場所 新潟市万代市民会館４階 （中央区東万代町９－１） 

 

３．窓口の愛称・キャラクター 

 

 

 

 

 

４．窓口の連絡先 
 

 
  

令和７年４月１７日 
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子どもの権利相談室「こころのレスキュー隊」 

こどもの相談を受け付けています 

新潟市 

こども専用相談：0120-175-255（フリーダイヤル） 

一般向け相談 ：025-288-1752 

愛称：こころのレスキュー隊 

マスコットキャラクター：ここうさ・ここねこ 

小学校４～６年生

及び中学生から

400作品以上の応

募のなかから、

6,900件超の投票

により決定！ 

【問合せ先】 
新潟市こども政策課長  池田 

 電話０２５－２２６－１２１１(直通) 

新潟市子ども条例 

ＷＥＢページ 

←２次元コード 

子どもの権利 

相談室ＷＥＢページ 

←２次元コード 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談員 

岡田 典仁委員 

黒沼 有紗委員 

小林 智委員 



                          

 

 

 

 
 

物価高騰の影響で経済的に厳しい状況に置かれている 

児童扶養手当受給世帯等に対し、新潟市独自の取り組み 

として、給付金を支給します。 

 

 ◆事業の概要 
 

支給対象者 

令和 7年 2月 28日時点で新潟市に住民登録がある方で、令和６

年度住民税非課税世帯支援給付金の対象とならない世帯のうち、次

の①②のいずれかに該当する方 
 
①令和７年３月分の児童扶養手当を受けている 

②公的年金などの受給により、令和７年３月分の児童扶養手当の支

給を受けていない 

支給額 

１世帯 3万円 + こども加算（対象のこども 1人につき 2万円） 
 
■こども加算の対象 

支給対象者と生計を同一にする高校生年代以下のこども 
（平成 18年 4月 2日から令和 7年 2月 28日までに出生したこども） 

申請方法 

【①に該当する方】 

申請不要、児童扶養手当の受給口座に振込 

４月 11日に案内ハガキを発送済 
 
【②に該当する方】 

申請が必要。５月中旬以降に受付開始予定 

※申請方法等は、後日、市 HPに掲載 
 
※本市のひとり親家庭等医療費助成などを受給している方で、申請

により対象となる見込の方には、５月中旬以降に案内を送付予定 

支給予定日 
【①に該当する方】 ４月２８日（月） 
 
【②に該当する方】 申請後、概ね１か月後 

 
 

令和７年４月１７日 
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新潟市ひとり親世帯に対する 

物価高騰対策給付金支給事業について 

【問合せ先】 
新潟市こども政策課長  池田 

 電話０２５－２２６－１２１１(直通) 



 

 

令和 7 年 4 月 17 日  
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「米国関税措置等に伴う特別相談窓口」の設置について 

 

１．趣 旨  米国による相互関税の発効に伴う、市内企業への影響に配慮し、公益財団

法人新潟市産業振興財団ビジネス支援センター（新潟ＩＰＣ財団）に特別

相談窓口を設置したもの 

 

２．期 間  令和 7年 4月 9日（水）から当面の間 

 

３．場 所  公益財団法人新潟市産業振興財団ビジネス支援センター 

（中央区西堀通 6番町 866番地 ＮＥＸＴ２１ 12階） 

 

４．時 間  以下の枠で事前予約が必要 ※土日、祝日、年末年始を除く 

①9：00～10：00 ②10:30～11：30 ③13：30～14：30 ④15：00～16：00 

 

５．費 用  無料 

 

６．受 付・問い合わせ先   

（公財）新潟市産業振興財団ビジネス支援センター 

       電話（025-226-0550）またはメール（info@niigata-ipc.or.jp）で事前予約 
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問い合わせ先 

新潟市経済部産業政策・イノベーション推進課 課長 荒井 

電話：025-226-1610 



 

2025 年大阪・関西万博への出展 
 

大阪・関西万博の「食」をテーマとした催事等に出展※1し、本市が誇る食や

伝統工芸品などの特産品を広くＰＲします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１「大地と雪の恩恵 ～未来へつなげる新潟の食と伝統～」 
 

 時  期：６月１０日（火）～６月１３日（金） 

会  場：ＥＸＰＯメッセ 

出展内容：米菓・ウィスキー（特産品）の試飲・試食 

     新潟漆器（伝統的工芸品）の展示・体験 

     にいがた２ｋｍ「おいしさＤＸ」※2の紹介 ほか 
 

 

 

 

２「新潟の彩り ～伝統文化とものづくりの技～」 
 

 時  期：７月１３日（日）～７月１７日（木） 

会  場：ギャラリーＷＥＳＴ 

出展内容：国際湿地都市ＮＩＩＧＡＴＡの紹介 

     白根大凧の紹介 

     亀田縞製品の展示・販売 ほか 
 

 

 

 

 

 

 

 

 令和７年４月 17日 

 新潟市 政策企画部 

配 布 資 料 

【お問い合わせ先】 
 新潟市政策企画部 政策監 山本 

電話０２５－２２６－２１５２(直通) 

E-mail:seisakukikaku@city.niigata.lg.jp 

※1 新潟県催事へ共同出展 

※2 ＡＩをはじめとしたデジタル技術を活用し食関連 

産業の高付加価値化や競争力強化を推進する取組 






























